
動
き
始
め
た
20
年
越
し
の 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画

　

東
京
か
ら
50
分
足
ら
ず
（
新
幹
線
）
で
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
に
到
着
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
東
口
駅
前
に
向
か
う

階
段
を
下
り
た
。
そ
こ
が
宇
都
宮
市
が
実
現
を
目
指

し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
当
初
整
備
区
間
の
発
着
地
点
と

な
る
と
こ
ろ
と
聞
い
て
い
た
か
ら
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
の
東
口
駅
前
に
は
現
在
、
餃
子
専

門
店
の
店
舗
が
数
軒
建
ち
並
ぶ
ほ
か
は
、
駐
車
場
な

ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
だ
け
だ
。
東
武
宇
都
宮
駅
方

面
の
中
心
市
街
地
に
つ
な
が
り
、
ビ
ル
が
駅
前
ま
で

迫
っ
て
い
る
西
口
側
と
は
だ
い
ぶ
趣
が
違
う
。
駅
前

に
い
き
な
り
広
大
な
空
閑
地
が
あ
る
よ
う
な
印
象
だ

が
、
速
達
性
や
定
時
性
に
優
れ
、
新
た
な
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
周

囲
に
新
た
な
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
が
建
ち
並

ぶ
姿
も
十
分
に
想
像
が
で
き
る
。

　

こ
の
一
等
地
と
も
い
う
べ
き
東
口
駅
前
に
、
現
在

ま
で
広
大
な
空
閑
地
が
残
さ
れ
て
き
た
の
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅（
当
時
は

日
本
鉄
道
・
宇
都
宮
駅
）が
明
治
18
年
に
開
業
し
た
当

時
か
ら
、
東
口
駅
前
は
鉄
道
の
車
両
基
地
、
貨
物
の

積
み
下
ろ
し
設
備
な
ど
が
集
中
す
る
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
昭
和
46
年
ま
で
続
い
た（
東

口
駅
前
を
ふ
さ
い
で
い
た
車
両
基
地
機
能
な
ど
は
同

年
を
も
っ
て
他
所
へ
移
転
）。

　

そ
の
後
、
宇
都
宮
市
に
よ
る
約
２
６
０
ha
に
も
及

ぶ
駅
東
側
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、

徐
々
に
街
並
み
が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
中

心
部
分
に
は
商
業
や
宿
泊
・
業
務
な
ど
の
大
規
模
な

複
合
施
設
が
建
設
さ
れ
る
計
画
も
進
行
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
平
成
20
年
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
や
そ
の
後
の
景
気
低
迷
な
ど
の
あ
お
り
を
受
け
、

同
計
画
に
参
加
予
定
だ
っ
た
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
核
と

す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
計
画
遂
行
を
正
式
に
断
念（
平

成
21
年
）。
宇
都
宮
市
に
よ
る
東
口
地
区
整
備
事
業

は
、
一
時
的
に
中
心
的
事
業
を
失
う
形
に
な
っ
た
。

前
述
し
た
現
在
の
広
大
な
空
閑
地
状
態
は
、
そ
の
結

果
と
し
て
出
現
し
た
も
の
だ
。

　

一
方
で
長
年
に
わ
た
っ
て
課
題
と
も
な
っ
て

い
た
、
駅
東
口
か
ら
市
東
部
方
面
に
向
か
う
激
し
い

交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、

平
成
５
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
駅
東
口
か
ら
市
東
部

方
面
に
向
け
て
は
、
内
陸
型
工
業
団
地
と
し
て
は
国

内
最
大
規
模
と
さ
れ
る
清
原
工
業
団
地
の
ほ
か
、
平

出
工
業
団
地
、
瑞
穂
野
工
業
団
地
な
ど
が
あ
る
。
ま

（栃木県）

市 政 ル ポ 宇
う つ の み や

都宮市

佐
さ と う

藤栄
えいいち

一
宇都宮市長

総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
立
で
目
指
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
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た
、
清
原
工
業
団
地
に
近
接
し
て
、
本
田
技
研
な
ど

が
構
え
る
芳
賀
工
業
団
地
（
芳
賀
町
）、
芳
賀
・
高
根

沢
工
業
団
地
（
芳
賀
町
・
高
根
沢
町
）
が
あ
り
、
工
業

団
地
と
つ
な
が
る
主
要
道
路
の
県
道
64
号
線
（
宇
都
宮

向
田
線
＝
通
称
・
鬼
怒
通
り
）
は
、
慢
性
的
に
朝
夕
の

渋
滞
が
激
し
く
、
抜
本
的
な
対
策
が
待
た
れ
て
い
た
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
は
、
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
東
口
か
ら
清
原
工
業
団
地
方
面
の
宇
都
宮
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
と
の
区
間（
約
12
㎞
）と
、

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
か
ら
東
武
宇
都
宮
駅
方

面
の
桜
通
り
十
文
字
付
近
と
の
区
間
（
約
３
㎞
）
を
結

ぶ
も
の
（
全
長
約
15
㎞
）。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
南

北
に
走
る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
、
東
武
宇
都
宮
線
の
鉄
道

と
東
西
に
貫
き
結
節
さ
せ
る
横
軸
に
も
な
り
、
渋
滞

の
軽
減
化
の
み
な
ら
ず
、
宇
都
宮
市
の
活
性
化
に
多

方
面
に
わ
た
っ
て
波
及
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
に
予

測
さ
れ
る
。

　
「
平
成
５
年
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
た
時

点
で
は
、
高
架
型
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
も
導
入
シ
ス
テ

ム
と
し
て
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
有

識
者
も
交
え
た
検
討
経
過
に
お
い
て
、
輸
送
力
、
ア

ク
セ
ス
の
容
易
性
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
効
果
、

建
設
費
用
な
ど
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
比
較
検
討
し
、

建
設
費
用
が
モ
ノ
レ
ー
ル
の
２
割
〜
３
割
程
度
と
な

る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
選
定
し
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
な
ど
で
、
一
時
的
に
足
踏
み
す
る
状
態
は

あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
へ
の
説
明
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
こ
こ
１
〜
２
年
で
よ
う
や
く
、
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を

出
せ
る
状
況
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
、
佐
藤
栄
一
・
宇

都
宮
市
長
は
語
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
要
と
し
て

　

栃
木
県
の
自
動
車
の
普
及
率（
２
人
以
上
の
世
帯
に

お
け
る
普
及
率
約
98
％
）
は
全
国
第
１
位
（
平
成
21

年
）。
ま
た
、
過
去
30
年
間
で
市
民
の
自
動
車
保
有
台

LRTが工業団地を走るときの予想図（上）と宇都宮駅東口の現況（下）

戦没者慰霊と世界平和を祈念して天然大谷石の岸壁を手掘りしたシンボル・平和
観音（高さ27ｍ）
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数
が
約
２
倍
に
な
っ
た
宇
都
宮
市
（
同
普
及
率
は
約

96
％
）に
は
、
周
辺
市
町
村
か
ら
宇
都
宮
市
内
の
各
工

業
団
地
な
ど
に
向
か
う
通
勤
者
の
車
も
集
中
す
る
こ

と
に
な
る
。
特
に
東
口
駅
前
か
ら
清
原
工
業
団
地
ま

で
の
道
の
り
は
、
平
日
の
通
勤
通
学
時
間
帯
に
は
救

急
自
動
車
の
搬
送
も
困
難
に
な
る
な
ど
の
混
雑
が
現

在
も
続
く
。
定
時
運
行
が
可
能
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に

伴
う
通
勤
形
態
の
変
革
に
よ
る
自
動
車
交
通
の
減
少

は
、
そ
う
し
た
渋
滞
の
軽
減
化
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｏ２

削
減
な
ど
の
環
境
的
観
点
か
ら
も
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。
付
随
し
て
観
光
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
考
え
ら
れ
る
が
、
佐
藤
市
長
は「
同
時
に
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
、
清
原
工
業
団
地
へ
の
立
地
企
業
な

ど
、
宇
都
宮
市
を
選
ん
で
こ
れ
ま
で
進
出
し
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
各
企
業
や
就
業
者
の
皆
さ
ん
の
通
勤
環

境
の
改
善
を
図
る
こ
と
」と
い
う
。

　
「
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
渋

滞
で
自
宅
前
の
道
路
を
ふ
さ
が
れ
た
り
、
排
気
ガ
ス

な
ど
の
影
響
を
日
常
的
に
受
け
て
い
る
沿
線
の
住
民

の
方
々
で
す
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
宇
都
宮
市

に
多
額
の
法
人
税
な
ど
を
納
め
て
い
る
清
原
な
ど
の

工
業
団
地
や
、
周
辺
の
各
企
業
に
通
勤
し
て
い
る
方

た
ち
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
中
に
は

市
税
を
納
め
て
い
る
多
く
の
宇
都
宮
市
民
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
企
業
誘
致
の
際
に
は
宇
都
宮
市
に
進
出

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
盛
ん
に
こ
ち
ら
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
10
㎞
ち
ょ
っ
と
の
道
の
り
に
１

時
間
以
上
掛
か
る
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
改
善
せ
ず
に
放

置
し
続
け
る
よ
う
で
は
、
あ
ま
り
に
も
申
し
訳
な
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
も
あ
る
の
で
す
」

　

さ
ら
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
公
共
交
通
の
主
役
を
果
た
し
て
き
た
路
線
バ
ス
網

の
再
編
な
ど
を
同
時
に
行
い
、
そ
れ
を
契
機
に
宇
都

宮
市
内
だ
け
で
現
在
62
％
に
も
達
す
る
と
さ
れ
る

「
公
共
交
通
空
白
地
域
」
を
解
消
し
て
い
く
大
き
な
目

的
も
あ
る
。
公
共
交
通
の
空
白
地
域
に
暮
ら
す
市
民

は
現
在
約
17
万
人
と
さ
れ
、
こ
れ
は
総
人
口
約
51
万 

７
０
０
０
人
の
う
ち
の
33
％
に
も
及
ぶ
。
平
坦
で
肥

沃
な
関
東
平
野
の
北
端
に
位
置
し
、
主
要
な
交
通
の

要
所
で
あ
る
宇
都
宮
市
に
は
、
人
口
密
度
や
商
業
集

積
度
な
ど
の
地
域
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
市
域
の
郊
外

部
に
ま
で
、
旧
町
村
を
ベ
ー
ス
と
し
た
行
政
区
域
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立
ち
に
応
じ
て
、
住
宅
地

や
商
業
地
が
遍
在
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
宇

都
宮
市
の
可
住
面
積
は
80
％
以
上
）。
そ
の
た
め
、
効

果
的
・
効
率
的
な
市
政
運
営
を
進
め
る
上
で
、
従
来

型
の
「
都
心
部
を
主
要
エ
リ
ア
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
」
は
、
不
向
き
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
と
地
域
公
共
交
通
の
再
編
に
よ
る
公

共
交
通
空
白
地
域
の
減
少
化
は
、
そ
う
し
た
宇
都
宮

市
の
特
質
を
補
う
と
同
時
に
、
今
後
ま
す
ま
す
進
展

し
て
い
く
こ
と
が
確
実
な
人
口
減
少
、
少
子
・
超
高

齢
化
と
い
う
時
代
背
景
に
も
非
常
に
マ
ッ
チ
す
る
。

　
「
私
は
、
そ
れ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
呼
び
、
今
後
の
宇
都
宮
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
市
域
に
お
け
る

各
行
政
区
域
の
そ
れ
ぞ
れ
を
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

中心市街地には大谷石を使った名建築物もズラリ（松が峰教会）

昨年11月の「宇都宮餃子祭り」には、2日間で14万2000人が訪れた
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宇都宮市　市 政 ル ポ

（栃木県）

し
、
そ
れ
を
公
共
交
通
網
で
多
核
的
に
結
ぼ
う
と
い

う
考
え
方
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
交
通
網
の
基

軸
と
な
る
の
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
の
で
す
」（
佐
藤
市
長
）

次
々
に
解
決
し
始
め
た
各
種
の「
障
壁
」

　

宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
は
、
当
初
、
交
通
渋
滞

の
軽
減
化
を
目
的
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
急
速
に
進
行
し
て
き
た
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
や
、
少
子
・

超
高
齢
化
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
環
境
の
変
化
な
ど
、

よ
り
大
き
く
根
本
的
な
課
題
解
決
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
宇
都
宮
市
が
将
来

と
も
持
続
・
発
展
し
て
い
く
た
め
の
都
市
の
装
置
と
し

て
、
そ
の
役
割
は
重
層
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
が
大
き
く
動
い
た
の
は
、
佐
藤

市
長
が
平
成
24
年
11
月
の
市
長
選
で
３
選
を
果
た
し

て
か
ら
だ
。
同
市
長
選
で
の
最
大
の
争
点
の
１
つ
が

Ｌ
Ｒ
Ｔ
だ
っ
た
。
対
立
候
補
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
反
対
を

明
確
に
示
し
た
の
に
対
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
掲
げ
た

佐
藤
市
長
が
市
民
の
支
持
を
改
め
て
得
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成
を
支
え
る
最
重
要
事
業
で
あ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
、

市
民
か
ら
の
大
き
な
負
託
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
の
市
政
の
動
き
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
だ
っ
た
。
ま
ず

平
成
25
年
1
月
に
、
市
の
組
織
を
見
直
し
、「
新
交
通

シ
ス
テ
ム
推
進
室
」
を
課
内
室
か
ら
課
相
当
の
「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
整
備
推
進
室
」に
改
変
し
、
平
成
25
年
３
月
に
は
正

式
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
意
思
決
定
し
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
側
か
ら
優
先
的
に
整
備
し
て
い
く

考
え
な
ど
を
ま
と
め
た
「
基
本
方
針
」
を
公
表
す
る
。

そ
し
て
、
平
成
25
年
４
月
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

牽
引
者
と
し
て
都
市
計
画
や
都
市
基
盤
整
備
に
精
通

し
た
荒
川
辰
雄
・
現
副
市
長
を
国
土
交
通
省
か
ら
招

聘
す
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
10
月
に
は
、
清
原
工
業
団
地
に

も
近
く
、
芳
賀
工
業
団
地
、
芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団

地
を
有
す
る
芳
賀
町
か
ら
、「
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計

画
に
参
画
し
、
芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
へ
の
延
伸

（
約
３
㎞
分
）
に
つ
い
て
と
も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
の
申
し
入
れ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
駅
東
口
か
ら
の
交
通
渋
滞
は
、
芳
賀
工
業
団
地
方

面
ま
で
及
ん
で
お
り
、
ま
た
、
芳
賀
町
に
は
鉄
道
駅

が
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
芳
賀
町
域
と
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
と
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
の
利
用

環
境
が
大
き
く
向
上
す
る
と
期
待
し
た
た
め
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
か
ら
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ

ン
タ
ー
地
区
ま
で
の
12
㎞
と
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
か

ら
桜
通
り
十
文
字
付
近
ま
で
の
約
３
㎞
を
合
わ
せ
た
計

15
㎞
の
計
画
が
、
芳
賀
町
域
へ
の
延
伸
が
実
現
さ
れ

れ
ば
、
こ
れ
で
総
計
18
㎞
に
な
る
。

世界的サックス奏者・渡辺貞夫の故郷で、ジャズの街とも呼ばれる宇都宮市では
ジャズイベントが盛ん（毎年11月開催のミヤ・ジャズイン）

夏でも気温が10度以下の深さ30ｍに達する「大谷石採掘
場跡」（大谷資料館）
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そ
し
て
、
今
年
３
月
に
は
平
成
26
年
度
予
算
案
に

調
査
や
測
量
、
設
計
な
ど
に
要
す
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
予

算
（
10
億
２
５
０
０
万
円
）
を
計
上
し
、
議
会
の
議
決

を
得
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
４
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と

運
行
す
る
路
線
と
が
競
合
す
る
と
の
考
え
か
ら
反
対

姿
勢
に
あ
っ
た
最
大
手
の
路
線
バ
ス
事
業
者
が
、
地

域
の
公
共
交
通
を
担
う
事
業
者
と
し
て
の
使
命
に
触

れ
た
上
で
、
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
を
容
認
す
る

と
の
考
え
を
表
明
し
た
。
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画

の
う
ち
、
特
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
側
に
関
し
て
は
、〔
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
面
的
持
続
性
が
担
保

さ
れ
れ
ば
、『
導
入
に
異
を
唱
え
る
こ
と
は
し
な
い
』〕

（
以
上
、
今
年
４
月
５
日
付
け
下
野
新
聞
朝
刊
よ
り
）

と
し
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
進
展
す
る

上
で
の
障
壁
が
次
々
と
解
決
し
て
き
て
お
り
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
事
業
化
に
向
け
て
弾

み
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
当
初
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
事
業

費（
宇
都
宮
市
の
約
15
㎞
の

計
画
区
間
で
約
３
８
３
億

円
と
試
算
）
を
理
由
と
し

た
反
対
論
や
、
既
存
公
共

交
通
事
業
者
と
の
軋
轢
ば

か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
少

子
・
超
高
齢
化
を
背
景
と

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
各
地
域

内
の
公
共
交
通
と
の
効
率
的
な
組
み
合
わ
せ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
そ
の
核
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
非
常
に
大
き
な
手
応
え
」
と

す
る
佐
藤
市
長
は
「
個
人
的
に
は
平
成
28
年
度
中
に
着

工
し
た
い
」と
強
い
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

　

宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
に
新
規
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、「
目
的
や
内
容
へ
の
理
解
を
含
め
、

機
が
熟
す
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
も
の
。
た
だ

し
、
機
が
熟
し
て
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推

進
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
を
失
う
と
効
果
が
半

減
し
て
し
ま
う
」（
佐
藤
市
長
）
と
す
る
セ
オ
リ
ー
は
、

確
か
に
こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
き
た
幾

多
の
行
政
施
策
の
成
功
事
例
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
に
今
後
の
推
移
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
と

も
に
、
期
待
も
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

自
転
車
の
ま
ち
＆ 

宇
都
宮
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦

　

と
こ
ろ
で
国
内
外
を
問
わ
ず
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
で

公
共
交
通
網
の
再
編
を
目
指
す
都
市
で
は
、
ほ
と
ん

ど
が
自
転
車
と
い
う
交
通
手
段
に
も
同
時
に
着
目
す

る
。
特
に
都
心
部
で
の
公
共
交
通
の
隙
間
を
埋
め
る

に
は
、
ど
こ
に
で
も
行
け
る
無
公
害
の
自
転
車
は
格

好
な
ツ
ー
ル
だ
か
ら
だ
。
わ
が
国
に
お
け
る
近
年
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
事
業
の
先
駆
け
と
な
っ
た
富
山
市
が
欧

州
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
同
時
に
導
入

し
た
の
は
、
典
型
的
な
事
例
と
い
え
る
。

　

宇
都
宮
市
に
お
い
て
も
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
に
よ
る
公
共
交
通
網
の
再
編
と
と
も
に
、
自

転
車
交
通
の
持
つ
各
種
利
便
性
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
後
の

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
は
明
白
だ
。
し
か
し
、
全
国

に
数
あ
る
「
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
施
す
る
自

治
体
の
中
で
も
、
宇
都
宮
市
の
そ
れ
は
非
常
に
年
季

が
入
っ
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
後
の
「
準

備
」さ
え
既
に
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

ま
ず
宇
都
宮
市
に
は
昭
和
25
年
に
開
設
さ
れ
た
宇

都
宮
競
輪
場
が
あ
り
、
現
在
も
黒
字
を
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
リ
ン
ク
栃
木
プ

レ
ッ
ク
ス
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
と
並
ん
で
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
プ
ロ
チ
ー
ム「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」（
平

成
20
年
発
足
）
が
宇
都
宮
市
を
本
拠
地
と
し
て
い
る
。

平
成
２
年
に
世
界
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会
の
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
の
を
記
念
し

て
、
平
成
４
年
か
ら
続
く
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク

ご当地の味や情報が結集。観光客にも市民にも人気のアンテナショップ
「宮カフェ」
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宇都宮市　市 政 ル ポ

（栃木県）

ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
は
ア
ジ
ア
最
高
峰
の
ワ
ン
デ
イ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
し
て
世
界
的
に
有
名
で
、
平
成
20

年
か
ら
は
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）
ア
ジ
ア

ツ
ア
ー
に
お
け
る
最
高
の
レ
ー
ス
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

る「
オ
ー
ク
ラ
ス
」（
自
動
車
レ
ー
ス
の
Ｆ
１
レ
ー
ス
開

催
、
ヨ
ッ
ト
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
・
シ
リ
ー
ズ
に

も
匹
敵
す
る
格
付
け
）
に
格
上
げ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

同
レ
ー
ス
の
開
催
時
（
毎
年
10
月
中
旬
）
に
は
世
界
中

の
名
選
手
が
集
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
22
年

か
ら
は
中
心
市
街
地
の
短
距
離
コ
ー
ス
を
使
っ
た
都

市
型
周
回
レ
ー
ス
「
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
も
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
出
場
選
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

華
や
か
さ
は
さ
ら
に
倍
増
。
毎
年
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
観
客
が
詰
め
掛
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
自
転
車
に
親
し
め
る
環
境
が
自
然
に

は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
せ
い
か
、
宇
都
宮
市
民
は
通
勤
・

通
学
に
も
か
な
り
自
転
車
を
有
効
利
用
し
て
い
る（
宇

都
宮
市
で
は
駅
前
駐
輪
場
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用

も
含
め
、
市
内
の
高
校
生
の
約
８
割
は
自
転
車
通
学

し
て
い
る
）。
ま
た
休
日
に
は
市
内
外
の
自
転
車
愛
好

者
が
宇
都
宮
駅
西
口
に
設
置
さ
れ
た
宮
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
休
憩
所
兼
情
報
基

地
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
ル
も
可
）
を
起
点
に
、

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
大
谷
石
採
掘
跡
が
見
ら
れ
る
大
谷

地
区
や
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
会
場

で
も
あ
る
古
賀
志
山
方
面
な
ど
各
地
に
向
か
う
姿
が

見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
用
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
（
自
転
車
の
駅
）
も
コ
ン
ビ
ニ

を
中
心
に
随
所
に
増
殖
し
つ
つ
あ
る
。

　
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
が
成
る
ま
で
に
、
宇
都
宮
市
流
の

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
ア
イ
デ
ア
も
市
民
協
働
で
考
え
て
い
き
た
い
」
と

佐
藤
市
長
は
語
る

が
、
そ
の
基
盤
は

既
に
完
成
し
て
い

る
と
も
い
え
る
。

　

今
回
の
取
材
で

は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
軌
道

敷
設
コ
ー
ス
を
す

べ
て
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
と

東
武
宇
都
宮
駅
と

の
間
に
広
が
る
中

心
市
街
地
も
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
を
活

用
し
て
縦
横
に
走
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
に
頻

繁
に
目
に
付
い
た
の
が
「
住
め
ば
愉
快
だ
宇
都
宮
」
と

い
う
宇
都
宮
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

印
刷
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
類
だ
っ
た
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
市
民
や
業
者
が
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
走
れ
ば
愉
快
だ
〜
」「
飲
め

ば
愉
快
だ
〜
」「
餃
子
で
愉
快
だ
〜
」な
ど
、
飲
食
店
や

自
転
車
屋
さ
ん
な
ど
を
中
心
に
多
彩
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
出
会
え
た
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
と
公
共
交
通
・
地
域

公
共
交
通
の
再
編
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
実
現
に
向
か
っ
た
と
き
、
果
た
し

て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
市

街
地
を
飾
る
だ
ろ
う
か
？　

あ
れ
こ
れ
と
考
え
て
み

た
が
、
や
は
り
「
住
め
ば
愉
快
だ
宇
都
宮
」
が
い
ち
ば

ん
、
ピ
ッ
タ
リ
く
る
よ
う
で
あ
る
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
５
月
20
日
）

幹線道路にクッキリと色分けされた自転車レーン

自転車ロードレース「ジャパンカップ」と市街地周回レース・クリテリウムの
様子
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